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1.快 適な飼槽で採食量アップ

乳牛が健康で、その持つ能力を発揮するためには、バランスのとれた飼料を確実に摂取することが必

要です。いかに優れた飼料設計を行い、種々の飼料を給与しても、その牛が与えられた飼料を採食しな

ければ、目的を達成することはできません。

この 「食う、食わない」に直接影響を及ぼしている要因の一つに 「飼槽Jの 問題があります。

「飼槽」は牛の採食姿勢を妨げない構造て、新鮮な飼料がいつでも採食できるように管理することが

重要です。これは牛の前に飼料を置いただけでは不十分です。食べ散らかされた飼料を、時間を見計らっ

て、牛の口が届く位置に掃き寄せます。また、飼料の嗜好性を保ち、衛生的な飼糟を維持するために清

掃も欠かせません。牛に 「もう一日余分に飼料を食べてもらうJ管 理が大切です。

飼槽は次のような要件を備えていることが必要です。

① 給 与作業が容易

② 清 掃 (掃き寄せ)作 業がしやすい

③ 給 与された飼料が食べやすい

④ 水 が流れ込まない

⑤ 異 物 (汚物)力'容易に入らない

⑥ 給 与飼料のロスが少ない

“)乳 牛の採食姿勢

牛は放牧のような東縛のない自由な条件では、歩行しながら、片方の足を前に出して、採食します。

飼槽に対して斜め方向から首を入れ採食したり、時には飼槽の上に足を乗せて採食したりすることがあ

りますが、放牧時の姿勢の現れと見ることができます。

つなぎ飼いのストールでは、左右の前肢を揃えた採食姿勢を強要されることがあります。牛がこの採

食姿勢を長時間保つことは、若十のストレスが加わると云われています。

また、牛はより多く採食しようとする時、体をできる限り前に出して届く範囲の飼料を採食します。

この範囲は、スタンチョンなどで面が制限されると、肩が少ししか前に出せないため、採食量が減少し

ます。

写■ 1 放 牧地での採食 写真 2 舎 内で首と舌を伸ばして採食



放牧草を採食する時、牛はます草を舌で巻き付

け11腔内に取り込み、その後、あごを前方やや L

へ押し上げるような動作を行い、草を噛みきりま

す。草丈は10～20cmが 最も好まれると言われて

います。牛は、草丈が適切な草地では地面に平行

に頭を約60～80度の角度でゆっくりと移動させ、

前進しながら採食します。採食する幅はおよそ牛

の幅の2倍 となります。首の自由度が要求されま

す。

また、濃厚飼料など粉状もしくは粒状の飼料は、

舌で嘗めとったり、唇を使って採食します。凸凹し

た飼槽は細かい飼料の採食を難しくしますので、滑らかな飼槽が求められます。

曖)乳 牛の採食行動

24時間放牧している牛は日の‖1とともに採食を開始し、朝の採食時間は1～ 2時間で終了し、休息に

入ります。放牧地では日中は2～ 5回の採食行動が見られますが、朝ほど大規模ではありません。日没

の前後に再び朝の採食と同じような大規模な採食行動が見られます。

牛の食欲は飼料の質 (嗜好性)、温度、光、給与方法、給与回数、給与順番などによって影響されま

す。牛合内での、乳牛の採食行動を観察してみると、空腹感だけでなく、採食刺激 (n・l料給与作業や掃

き寄せ)が 採食の動機となっていることがわかります。

図 1は、朝8時から夜8時 までの採食している牛の割合を示したグラフです。給与直後ほとんどの牛

が採食し、その後休憩しますが、 1時 間過ぎから、10～20%の牛が採食していることがわかります。牛

合の改善後は午後に採食する牛が多くなっていることがわかります。フリーストールなどで自由に採食
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できるI与、 1 llの採食時間は3～ ■1,Iりで、およそH～ 1911に'1'て採食するといわれています。

11により多く採食させるために■ 11の 行動を観察 し、いつ1,11の1の れlくところに',1料かあるよう

に配慮 した',1料給与と會,1料管'1か'(かせません。特に、産早L‖い多い11や 11の 摂取≒tの少ない初産41

などは、採食時間や採食11数が多くなりますので、要IJl察です

13)飼  槽

n・l構は、牛が無理な姿勢をと■r」くとも、容易に牛の Iか0.:下1に11くようにすることが大切です。ま

た、,,1料給与やI.lき寄せ、清掃な tの作業のしやすさも欠かせ■いポイントです。

① 飼槽の形

111書にはいろいろな形があ 11す 。多くは

くはみり0で 、深型や箱ll、11■ 1もみられま

す。飼構の形を決める要体とtて は、給与す

る鮮1料の籠類、分離給与か | lヽRか 、給与11

数は何11にするか、などがあ ,ます。 また、

11合の面ll‖年数は長いので、 1来 の給与体系

を考慮することも必要です

31在は平らlllの飼楠が1■ ■ヽ`iわれていま

す。14ら型のn・l構は牛が飼||イ事‖じHlすので

嫌う人もいます。牛が,`ポ|を′:場におドしIRせ

るとヽヽうこと1ま、 飼料に1'FI夜■. l力`かかりに

くくなり、また、容易に押 し|パtよるというこ
写真 4 く ぼみ型の飼槽の一例

とです。飼料の掃き寄せは乾Iク摂IIX量を増やす重要なポイントです。

写真 5 平 ら型の飼槽と手作りのエサ寄せ 写真 6 箱 型の飼槽、壁が通路より少 し高い

② 飼 檜の大きさ (コーティングの幅)

飼槽の大きさは、飼料の1餞n、 111の給与景、給与11数、イ[切り、牛の Iのル|く範囲等によって

決められます。狭すぎたり広|き たりする場合、作業 (給与。清掃)効 率の低下、飼料摂取Ltの低

下、施 I:や維持 (修理)コ ストのIYl加、食̀J料ロス、また、乳4■1のトラブルなどが生じます。

飼槽の奥行きは、スタンデ●ンの場合、飼槽の形や仕切つの高さによっても違いますが、80cm以
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上が目安です。もちろん、給餌通路の幅も考慮します。機械給餌では、機種により異なりますので、

導入前に確認が必要です。

③ 飼 槽底面の高さ

飼槽底面の高さは、牛の立っているところより、 5～ 15cm程 度高くします。

飼槽の底面が低いと、前肢を開いて採食するため、蹄の内側が磨滅し、肩の筋肉が緊張するので

よくないといわれています。高すぎると飼料を前に押し出しやすくなり、採食量や労働の問題が発

生します。

なお、育成牛は年齢の若いものほど体高に対して首の長さが短いので、飼槽の底面はもう少し高

くします。

④ 飼 槽の耐久性と滑らかさ

牛舎の中で、飼槽はもっとも耐久性の求め

られる場所の一つです。飼槽はpHの 低いサ

イレージが長時間置かれたり、牛の舌て嘗め

られたりするため摩耗します。

また、採食量の確保、掃き寄せや清掃を省

力化、病気を制御するため、飼槽の表面は滑

らかであることが必要です。

平滑で酸に腐食せず、風化 しない素材で、

仕切りを含め十分な面積をコーティングする

ようにします。

写真フ 配 合飼料は飼槽の上 写真 8 サ イレージは通路まで

写真9 飼 槽の衰面が光つています



2.飼 槽の現状と問題

“)飼 槽 の老朽化

飼槽も長年禾1用すると、飼槽の表面が老朽化してきます。飼槽の表面がコンクリートのみでは3年 目

ぐらいから、表面がすり減ってIL凹し、小石が見えてきたりします。また、耐久性を増すために施工し

たタイルやスチール板、FRPな ども、年数を経過すると、周辺部から剥がれたり、ひび割れや穴あき

など飼槽表面に変化が見られます。コーティングの幅が狭い飼槽では頭著です。

[問 題 ]

飼槽表面が凸凹することにより、牛が飼料をきれいに食べにくくなり、その溝や隙間に飼料や水分

が残りやすくなります。清掃により、完全に取り除くことは労力を要します。毎日、労力や時間をか

けても清潔な状態に保つことは難しいことです。不衛生な飼槽は、牛の採食に影響を与えます。特に

夏場は飼槽内に残った飼料が腐1女し、不快臭が発生し、嗜好性を低下させ、飼料摂取量が減少します。

写真10 穴 の開いた飼槽            写 真11 石 の出てきた飼槽

12)飼 槽 の形

飼槽には、いろいろな形があります。多くはくばみ型ですが、深型、箱型、平ら (フラット)型 など

もあります。また、牛床面と魚1槽底面の高い低いも見られます。

[問 題 ]

① 飼 槽に壁があり、角がある飼憎

掃除しても、角や壁に飼料の付着物が見られ、不衛生になりやすい。

壁が通路より高いと、掃き寄せる時に、飼料を持ち上げて壁を越して戻すので、労力が多く必要

になります。

② 平 ら型の飼槽

牛が飼料を押し出しやすい●)で、掃き寄せ。掃除はじやすいが、掃き寄せ回数が増えます。

③ 飼 槽底面が低い飼糟

掃除がしづらい。長い車を1き 込みやすい。水が溜まりやつい。

④ 飼 槽底面が高すぎる飼梢

飼料を1回に給与できるJが 少ない。通路も高くなるとn・l料給与がしにくい。

写真10 穴 の開いた飼槽



0)牛 床 との仕切 り

牛床と飼槽の仕切りの高さは10cm以下が30%あ りました。11～20cmは∞%で 、30cm以上が3%あ りま
した。(P132参照)

[問 題 ]

仕切りが低いと、飼料が牛床に引き込まれると、飼料は牛床で変敗したり、それに伴う悪臭の独

水分供給により、不衛生な牛舎環境を作りま

す。

また、牛が横臥した時など肢蹄が飼糟に入

ります。蹄についている糞尿で飼料を汚染さ

せることがあります。

僣)清 掃の不十分 な飼槽

ウォーターカップの水がこばされたり、パル

プなど水分の多い飼料が給与されたりなどで、

飼槽に水がたまっていることがあります。また、

残飼が角に残っていたり、飼料のこびりつきが

見 られる飼槽もあります。

[問 題 ]

清掃不十分により、飼槽にたまり水と、有機物が残ることは細菌が飼槽で増殖する環境を整えるこ

とになります。これらが給与した飼料に混ざると、飼料の変敗を促したり、異臭により採食量を減ら

したりします。

15)掃 き寄せが少ない

通路にはエサがあるのに、牛の日の届くところにエサが無い飼槽を見かけることがあります。一部の

牛 (高泌乳時など)の 前だけが空になっていることもあります。

[問 題 〕

飼料の摂取量は日によって変わります。サイレージの水分や品質によっても大きく変化します。

(図2)食 べたい時に、飼料に口

が届かない。空腹はかため食い

(一気食い)を 引き起こします。

牛が急いで飼料を食べると、唾液

の分泌が少なくなったり、ルーメ

ン内の発酵が偏り、消化効率が悪

くなるばかりでなく、アンドーシ

スの傾向を助長することがありま

す。飼料の掃き寄せは我が家のト

ップの牛に対する思いやりです。

掃き寄せの回数が少ないと、牛は

能力を発揮できません。
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図 2 分 娩後の乾物摂取量の推移

(ホクレン 研 修会資料より 97年 )
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写真12 飼 槽との仕切りに足
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3.飼 槽の改善方法

(1)飼 槽の コーテ ィング

老朽化により穴があいたり摩耗かひどい飼槽は、労働効率、乾物摂取量の低下を招き、生乳生産性の

低下に大きな影響を与えます。

また、衛生的にも凸凹した飼槽では清掃しにくくなり、こびりついた飼料が腐敗し伝染病の原因とな

ります。

これらの対策として、既存の飼構表面を樹1旨(レジンコンクリート 以 下レジヨン)や FRP(ガ ラ

ス繊維)で コーティングすることにより、毎日の飼槽管理作業の省力化や採食量の増加、衛生改善によ

る疾病予防が図れます。

写真13 モ ルタルの表面が摩耗し残飼が腐敗

している飼槽

写真14 FRPが 剥げてしまつた飼槽

写真15 レ ジヨンで整備した飼槽
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疾病 の発生

飼槽 の改善



根室管内で最近行われている飼槽施工 (補修、コーティング)の 概要については、表1(次 のページ)

のとおりです。

口)飼 槽 と通路の改修

飼槽が痛んできたり、作業性が悪いとき、通路も含めた大規模な改修を行います。

飼糟と通路の壁を取り除いたり、通路が高過ぎるのを低くしたり、飼槽底面の高さを低くしたり、飼

槽の角をなくしたりします。

既存のコンクリートなどを壊し、施工しますが、毎日使う所なので、事前に作業日数を確認し、コン

クリートの乾くまではコンパネ等を利用して行います。

飼槽幅は80cl以上 (掃き寄せ部分も含めると120cI)が 必要ですが、コーティングした通路は滑りや

すいので、通路の幅も考慮します。

また、飼槽に水が流れ込まないように、飼槽や通路に勾配を付けることもあります。

図3 通 路が高い例

図 4 通 路部分にコンクリートを流し、飼槽

部分はコーティングします。

13)牛 床 と飼槽の仕切 りを高 くします

牛床と飼槽の仕切りが低い場合、飼料が牛床に入ったり、牛が飼槽に足を出したりするため、不衛生

になります。

仕切りに板などを取り付け、飼槽との仕切の高さを改善します。

また、飼槽との仕切りが高すぎると、横臥姿勢が窮屈になり、後ろに下がって寝たり、斜めに寝たり

しますので、牛の快適性が損なわれます。
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表 1 根室管内で行われている飼槽施工状況一覧

◎熱硬化ll・樹ЛHに特殊骨材、模化剤

を加えたものを飼槽べ塗布したも

の

・耐酸性、計摩耗性は抜辟

・物理的強度 に優れ、経済′j

・速硬化ltであり、施 「か輛●

・優れた接着性をもつ

衛生的で、すべりが良 く 青 掃が

詢単

・厚みがあつ自由な形に施 「JIヒ

・首色tt上げが可能

・万―の場合の補修が・」能

施工後20～30分で使用可能

耐用年数 おおよそ10年以 :

・飼槽整備ては現在主流で',る

|・槽に合わせた形に しかlt iかて

きない

ポリコンより多少丈人

・補修はガラス繊維が一1/物のため

部分補修はできない

・長期間で渕離する可能性が大きい

施I後 20～30分で使月よ。∫能

耐用年数 おおよそ5～ 1年

・■久ILの点から,在 上流てはない

既イ′|・槽の清掃、処月ヽ 生き入れ乾燥

プライマー (Ill脂)'装 による接着性

ll用性強化処理

中円,無理 (レジコン゙ 布)

a"1'り 柚修

b rl:11{ア

乾 燿

仕 LげⅢ処F●くトフア●―卜塗布〉

a l回 い ンプ樹1卜/・4i

b 2い 11ト ップ樹11ネ●

点 検

硬化不良、浮きの確認

20頭/11(6時 |・|)

作業員1人rl度

7 3tF.1/111・ 20C

3

4

5

6

「 | | 施  ■ i l11 11

Ｉ

Ｌ

』

―

―
‐

レ ジ コ ン

ポ リ コ  ン

(ホリエステル

コンタリート)

3～ 4時 間r.度

1 既 存IJ楠の清掃、処'I 焼 き入れ乾燥

2 樹 1"の ド塗り

3 鋼 楠の人川め

4 ガ ラス紋維を貯り、エアー抜き

5 樹 Л"による中塗り処川

6 1「 「げ て|ップコー1処理)

7 点 検

5～ 6時 lHH程度

◎熱硬化性樹[Eと増粘神をませ合わ

せた材料を飼情べ塗4,したもの

・安価

|・l槽の形状がそのまま |る
・部分補修が・J能

施工後20～30分で使月可tt

耐用年数 おおよそb年

既存,,補の清掃、処11 焼 き入れ乾爆

樹1"下塗 り

樹1"中塗 り

イtLげ (ト ップロー ト,ll理

点検

6時 間程度

0熱 硬化性樹鳴を飼槽の 1に,1着さ

せたガラス機推へ塗布 し'tもの



1自力饉工可否 補修i」否 施I及 びコストの留意点

,J 8 0Xl「1/r *飼 槽の摩耗状態で単価は変わる

クレーム、アフターサービスは6年 間対応

*施工時気温は10℃以 :

気温差により乾燥時|・|の及短あり

新設飼槽はコンクリート打ち後2週間施I不 可

`J 新設 厚 10■m85∞ 円/イ

捕修 厚 10■m lo∞ 0円～110001/イ

r,ヵ施T

1981X円 (00セ)

厚さ 4皿×3～ 4頭

240001口/1を  (net24kg)

1缶約 4～ 5頭 分

(l頭  135輛 ×6ru∞x4m)

|・l檜 レジン (名称) |*自 力施工のみ

施Illtの飼槽表面水分は先今除去

施I時 気温は5℃以 L

気温差による硬化剤調整必要

施■は午前中に実施

*施 工時の飼槽表面水分は完全除去

標準色は黄緑色

飼精の凸凹は穴埋めする

飼精の摩耗度により単価は変わる

新設  厚 5 mm  l1 00oll/イ

厚 6 mm  12 800円 アイ

厚10m■  19500円 /イ

既存

摩耗 ランクA(15Ⅷ 未満)14 HЮ 円/1f

摩耗ランクB(15～ 30m)162∞ 「1/げ

摩屁 ランクC(30～ 40m)17 Ⅸ ЮP,/“

■平均40皿以上摩耗は別途見積

1件の工事依頼の最低料金は1“)0∞円とする

タイル ステンレスキ撤去L中は8“F1/nlとする

エポ■シ樹脂撤去工事は別途見Fn

夜間施工は20%割 り増 し

,既存飼惜は施工面積により●lうrtし単価となる

10～20H標 記単価の約5～ 6%“

20お以上 標.1単価の約10～12%増

施工前、清掃けの水洗い厳禁

新設施工

学 7呵

既存施工

厚 7～ 10mm

6∞ 0円/1頭 ●20cm×∞cm)

7000円/1頭 ●20cn×mcm)

新設 1層

2層

補修 1着

2層

4500円/♂

6500円/ピ

6500円/H

70∞ 円/イ

*施 工時の飼槽表面水分は完企除ム

不 ` 新よ、既存+今 工事可能

厚 3～ 4皿 6000「 1/nl

新設、既存牛合工事可能

'ヴ 3～ 4硼 45∞ ～5000'1/trl

*施 工時の飼槽表面水分は完全除去

飼槽の摩耗度により単価は変わる

*施 T時 の飼槽表面水分は先●際去



4.飼 槽の改善事例

(1)レ ジヨンによる飼槽改修 ― 平成9年度西春別地区の取り組みから一

① 施 工 様  式

ア、ベース (既存)飼 槽の確認、処理

a、 既存飼槽がFRP、 タイル、ステンレス等の

時はパールや削岩機で撤去する。

b、 モルタル等下地は、表面の腐敗物、腐食によ

る崩壊部をバールや削岩機で撤去する。

C、 高圧洗浄機にて洗浄する,

d、 プロバ ンバーナーで乾燥 させる。

イ、プライマー塗装

a、 ローラーにてプライマーを塗装することによ

り、樹脂の接着性と耐川γLを強化する。

ウ、中間仕上げ処理

レジヨンの施工

a、糧塗り補修

b、仕上げ

★ライニング厚は5～ 10mmが最適

硬化剤は気温で濃度を調節する。

工、乾燥、角取り

a、 レジコン施工後、約 11サ問乾燥。

b、 乾燥後、サンドペーパー等で角取りをする。

オ、仕上げ剤処理

トップコー ト塗布 (2● H「1[げ)

a、 1回 目

トップ樹脂+硬 化剤をローラで塗布する。

b、 2回 目

トップ樹脂硬化後、着色 トンプ樹1旨 (グ レイ)

+硬 化剤をローラーで塗4,する。

力、点 検

a、 硬化不良、浮きの有無の確認をする。

b、 ピンホール、コテヒビなどの仕上状態をほ

写真16 既 存飼槽表面の処理 (撤去)

写真17 レ ジヨンの施エ

写真18 ト ップコー ト塗布
☆施工後約30分で飼料給与が可能。



② コ スト

表 1の とおり自力施工か業者施工か、新設か補修か、既存飼槽の摩耗度や施工厚などにより施工単

価は変わってきます。

西春別地区での取組み (飼槽改修)で のおおよその施工単価は次のとおりです。

施工単価の幅  7, 900円 ～8, 400円 /ピ

平均単価    8. 200円 /r

③ 改 善農場の感想  ― 平成 9年度北海道農業元気づくり事業アンケート調査から―

西春別地区では平成 9年度北海道農業元気づくり事業において」A西 春別が事業主体となり48戸の

農場が飼槽整備に取り組みました。

飼槽を改修した農場での取り組み動機、施行後の改善効果は次のとおりでした。

☆調査の概要

調査時期 平 成10年1月～2月

調査戸数 JA西 春別 酪 農場 48戸

回収戸数 40戸  〈回収率833%)

a 飼 槽整備に取り組んだ動機について (複数回答)

取り組み動機は、「飼槽の破損」力'最

も多く、31戸。次いで 「飼槽管理の省力

化J「衛生面の改善Jで あり、既存飼槽

の老朽化による破損のみならず、労働面

や衛生面での改善を期待していることが

わかります。

国 5 飼 槽整備にとり組んだ動機

採食二向上

46%

その他
0996

伝染病予防

b 飼 槽整備前の仕様について

「モルタルJが 22戸と全体の50%以 上

を占めました。また、「F RPJ「 タイル」

の順で何らかのコーティングをしていま

したが、「レジヨン」仕様はわずか 2戸

てした。

49%

レジヨン

49%

タイル

モルタル1●ステンレス
24%

コンクリート
24%

図 6 飼 槽整備の仕様



C 飼 槽の状況について

「モルタル表面露出Jが 16戸 と最 も多 く、

次いで 「穴あき・はがれ」「欠|」|の 順であ

り、コーティングしていない、またはコーティ

ングはしていても老朽化が進んでいる状lJLが

わかります。

その値
70% モルタル表□8出

231%

"れ
140・・

欠損
158%

穴あき はがれ
263%

図 7 飼 槽の状況について

「衛生状態J「エサの食い込みJ 等に全体の約50～70

d 飼 槽整備後の状況について

「飼槽管理時FH3の短縮化 |「ri掃の省力化」

%の 農場が高 く評価 しています.

具体的な改善効果

・飼■の乾爆化

●タイルの日地や大いま■

図 8 飼 槽管理時間の短縮

具体的な改善効果

・■|●lの掃除III楽 ・ ひっかかりが無 くなった

・ほうきではける ・ 食べ残 しが無 くなった

図9 清 掃の省力化

図10 衛 生状態の改善

施工 してみての感想について

全体の975%が 施 「して 1大変よかったJ

と大きな評価をしていることがわかります。

図11 採 食量の増加

籠螂

効果がやや高い

図12 施 工 してみての感想



口)仕 切 り板を設置 (別海町 1牧場)

① 改善の動機

牛床と飼槽の仕切り部が低いため、飼槽に足を出して寝て、起き上がるときに苦労する牛がいた。
また、サイレージが牛床に入ってしまうこともあった。

② 改 善方法

牛床と飼槽との仕切りの上に板を金具 (溶接)と Uボ ルトで固定し、仕切りを高くした。

[材料] 板 は  幅 180mm× 厚さ45mm× 長さ3600mmで 、 3頭 に1枚用意

金具は 端 部がコの字型、板と板の間は工の字型を利用し、鉄の柱に溶接して固定した。

¥商運
ルト

∩ト
4ゝ

を
| % IЮ

を清臓

図13 仕切り板の設置事例

改善費用  (30頭 分)

板は1枚で3頭分       1枚 2,000円X10枚  =20000円

Uボ ルトは1枚当たり4本    1本 170円×4本×10枚 -6,81Xl円

金具、工賃は他の工事も同時に行ったので、 お おむね 30,000円

合計   56,800円

1頭当たり   1,890円

改善効果

ア 飼 槽に足を出す牛がいなくなった。

イ 濃 厚飼料やサイレージが牛床に入らなくなった。

ウ 飼 料のロスが少なくなった。

板

牛

床

③

④



13)通 路 と飼槽壁 を取 り除 いて、平 ら型飼槽 に (別海町 S牧 場)

① 改 善の動機

増築により、通路に高さの違いがあり、飼料給与に苦労していた。

牛舎改造に取り組むに当たり、将来、給餌機の導入を考えていたので、

とにした。

② 改 善方法

ア 飼 槽の壁部分を残し、通路を壊して、土の見えるところまで掘った。

イ 通 路を飼情口にあわせて、コンクリートを流し込んだ。

ウ 通 路は乾くまでコンパネを敷いて、飼料給与を行った。

工 壁 部分を取り除いた。

オ 飼 糟幅を拡げて、コーティングを行った。

飼槽と通路を平らにするこ

写真20 完  成

③ 改 善費用  (“ 頭分)

ア コ ンタリートの撤去及び場l村運搬

イ コ ンクリート切断

ウ 地 盤整地 転 圧

工 生 コン

オ 生 コン打設、金コテ仕上げ

力 消 耗品、諸経費

キ レ ジコン飼槽工事

150,000円

103,000円

45,000円

161.500円

35,000円

70.500円

453,180円

50,909円

1,069,089円

19,091円

消 費  税

合   計

1頭当たり

改善効果

ア 飼 料を運ぶ時の力が軽減された。

イ 飼 料給与にかかる時間が短くなった。

ウ 掃 除にかかる時間が短くなった。

工 飼 槽が乾きやすくなり、衛生的になった。

写真19 コ ンクリー トを切断し撤去

④



14)飼 槽の補修改善 による清掃作業の省力化
レジンコンクリートなどで飼槽表面を平らで滑らかにすると、採食量の増加、清掃作業の単純化、衛

生保持のしやすさなど改善されます。

コンクリート飼槽とレジンコンクリート飼槽との清掃作業の違いを比較してみました。

飼糟の状況

写真21 コ ンクリート飼槽 (くはみ型)

(飼槽幅60cm、 スタンチョン、対頭式)

・表面に亀裂、凸凹があリエサがこびりつき

異臭有り。

② 清 掃作業の姿勢

写真22 レ ジンコンクリ…卜飼槽 (平ら型)

(飼槽爾Ocm、ニューヨークタイストール、対頭式)

・表面が滑らかで乾燥している。

写真23 コ ンクリート飼槽 (くぼみ型)

・中腰の姿勢で腰、肩、腕に大きな力が必要

である。

・飼槽表面を十分にきれいにできない。

写真24 レ ジンコンクリート飼槽 (平ら型)

。中腰の姿勢で小さな力で楽に作業ができる。

・単純な作業として簡単に婦除できる。



蘇 >ヽ、 噸当たり噸当たり1日(2 1年 間

|   ~

コ ン ク リ ー ト
1 17秒

|
14分

  1  28分
170時間

レジンコンク リー ト 「1秒 8分   1  16分
|

97時間

作業時間は飼槽を掃除するだけの時ralで、集めた残飼を片づける時F.lを除く。

③ 作 業時間の比較

1098年 南 根室普及センター調べ

④ 作 業効率、疲労度の比較

コンクリー ト飼槽 (くはみ型)

・表面が凸凹なため、残餌の回収がスムーズにできない。

・竹ボーキでの掃き集めは、力とコツがいる。

・濡れてこびり付いたエサは掃除しづらい。

・時間のかかるわりには、きれいになっていない。

レジンコンクリー ト飼槽 (平ら型)

。残飼をスノープッシャーなどで 一気に押し集められる。

・少ない力で作業が単純で簡単,

・掃除した後がきれいて衛生的。

⑤ 作 業者の声

コンクリー ト飼槽 (くはみ型)

。大きな力が必要なので主に男性が担当する。

・作業中汗がでる。

・竹ホーキで掃きながら牛の観察ができる。

作業効率良くない

疲労度高い

作業効率良い

疲労度低い

レジンコンクリート飼槽 (平ら型)

・残飼が少なくなった。

・一気にきれいに掃除ができて気持ちが良く、働きやすくなった。

・もう少しレジヨン幅を広くすれば良かった。(あと10cm)

・飼槽が濡れていると滑りやすいので注意が必要。

③ まとめ

・飼槽をレジンコンクリートなどで平滑にすることにより、楽な姿勢、軽い労力、単純作業、短

時間で飼槽の清掃目的を 「分達成することができます。

・施設を改善することによって、誰でも簡単に快適に効率的に作業ができるので労働改善に結び

つきます。


